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・平成22年9月

ＮＰＯ法人ノーマライゼーションサポートセンター

こころりんく東川 設立

・平成22年11月

東川町共生サロン ここりん 開所

法人設立とサロン開所



法人の設立

・自閉症親の会を中心に町との協議を重ね設立

「障がいのある人たちの練習、活動、活躍の場」

「地域や社会とつながることのできる場」

「当事者、家族、地域住民の協働の場」

→障がいのある人もない人も共に暮らせるまち

・法人設立にあたり

親の会・障がい福祉・福祉専門学校

介護者の会・商店・農家・（母子、保育）が理事

→福祉と地域など、それぞれの視点から



障がい児者とその家族及び
支援者、地域住民に対して

共生型サロン事業

障がい当事者に適した
直接支援等に関する事業

支援者養成に関する事業

相談支援に関する事業



共生サロンの開所

・平成２１年度地域介護・福祉空間整備事業を

活用し、共生型いきいき街づくり事業実施計画を

策定、交付金を受け東川町が「東川町共生サロン」

を建設。

・備品購入費として（補助）

地域介護・福祉空間推進交付金

地域づくり総合交付金

障害者自立支援対策推進事業補助金

指定管理者として、法人が東川町と契約しサロンの管理、運営を行う。



共生サロンの運営

・地域生活支援事業（町と委託契約を結び事業を行う）

○自発的活動支援事業

障がいなどのある人が自発的に活動

できるための支援をする事業

○理解促進研修・啓発事業

地域住民などに向け、障がいや障がいの

ある人に対する理解を促す事業

これまで…地域活動支援センター事業など



共生サロンの機能

お手元の資料をご覧ください



実際の様子

映像をご覧ください

（約18分）

共生サロン



利用目的とそのバランス

1 6 3

イベントの開催
研修への参加
貸 館

食堂・喫茶

相談支援

障がい者支援
居場所
就労体験



共生サロンの課題

予算人員

専門性

受け入れ
体 制

必要性
理解

役 割
機 能

情報
共有

仕組み

人材
育成
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